
令和２年度 学校評価（自己評価） 本荘高等学校全日制課程

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について
・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的な生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・校務分掌、ＰＴＡ、同窓会、地域

目 との連携等

①曜日交換や校時交換により授業時数の ①校標への体現を目標とし、あらゆる活 ①基本的生活習慣の確立 ①家庭学習習慣の定着と学習時間の拡大 ①学校行事の企画・立案と円滑な実施
バランスをとり、教育課程の適正な実 動を通して豊かな人間形成を図る。 規律ある生活態度の確立 ②面談を通した進路指導の充実 ・運営
施に努力する。 ②生徒会執行部をリーダーとして育てる 挨拶、整容、学習環境の美化等 ③進路学習を充実させる行事の企画・運営 ②ＰＴＡ活動の活性化及び関係諸団体

②組織的な教材研究や教授法研究への取 とともに、各委員会活動の主体的活動 校内生活時間の順守 ④各学年、教科、部活動の連携を密にした との連携・協力
小 組を推進し、教科を超えた（横断的） を促進させる。 登校時間、ベル着、ベル授業等 学力の向上 ③防災意識の高揚と校舎内外の環境整
項 相互授業参観と授業研修を推進する。 ③生徒による地域や社会への貢献活動を ②社会的な規範意識の育成 ⑤推薦入試・一般入試における面接指導・ 備
目 ③図書視聴覚班と図書館運営委員会及び 更に充実させる。 情報モラルの啓発 小論文指導の充実 ④広報活動の工夫、改善並びに情報の

各教科等との連携を図り、授業や探究 スマホ使用マナー、インターネット ⑥生徒・保護者・職員への情報提供 保管、管理の徹底
活動での学校図書館の活用を促す。 利用モラル

自転車の安全走行の啓発
防犯意識の確立と盗難防止対策

①４月・５月の休校による授業時数不足 ①コロナ禍や天候による影響はあったが、 ①整容に関して適宜指導を行った。挨拶 ①各学年で課題や小テストを実施し学習時 ①コロナ禍ではあったが、儀式等の学
の補充計画の立案と実施については、 生徒同士で工夫をして行事に取り組む はコロナ禍状況のもとでは、よくでき 間の確保を促した。Classiやスケジュー 校行事において、円滑な運営ができ
概ね支障なく運営された。 ことができた。生徒と教員が一体とな ている。教室、廊下などに学習道具を ル手帳、右文シートなど、各学年で家庭 た。

②年次研修や教育実習生への指導や実習 り、臨機応変に活動や運営をすること 置く生徒がいる。右文タイムの時間に 学習の充実を図る取組がされた。 ②ＰＴＡ委員会合同部会、ＰＴＡ委員
生の指導案の作成・指導の際には、教 ができ、良い経験になったと思う。 間に合わない生徒が数名いる。 ②スタディサポートや学びみらいＰＡＳＳ 会、企画事業の実施、高Ｐ連各種会
科全体で指導にあたり、授業参観の機 ②各種行事の実施の有無や実施方法に関 教室環境、右文タイムの時間について を活用し面談材料も増えた。生徒の進路 議等への参加など、ＰＴＡの役員を
会を通して、「本校での教科指導のあり して生徒自身が主体的に考え、例年通 は、学級担任等の指導を継続する。ベ 志望について多面的に助言できるように 中心に、コロナ禍のもと、協力して

実 方」を検討・共有することができた。 りではないが、できる限りのことは実 ル着、ベル即授業は教科担任の指導に なったが、活用の方法については今後も 事業を進め、業務の振り返りや次年
施 相互授業参観の期間に互いに授業を見 施することができた。生徒会を中心と よりできている。 検討していきたい。 度への提言を行うことができた。
状 合うことで、授業の題材や指導法等に して各クラスが工夫して行ったことが、 ②スマホ安全利用教室、性教育講座、Ｄ ③進路講演会は開催できたが、Onedayカレ ③６月と１１月に防災避難訓練を実施
況 ついて共通の話題とする機会となり、 生徒の成長につながった。 Ｖ予防セミナーを実施した。生徒指導 ッジは大学教員の派遣が難しく中止とな した。防災避難訓練では、「三密」を
・ 授業改善に取り組む雰囲気作りができ ③コロナ禍や天候のため、やむを得ない 通信で社会規範の注意喚起を行った。 った。外部講師の派遣については、今後 考慮し、想定場面をしっかり認識さ
達 た。さらに公開授業研究会では、国語 行事の延期や中止となったが、玲瓏祭 ＳＮＳなどの誹謗中傷の書き込みにつ の情勢も考慮して、オンラインでの開催 せたうえで、落ち着いた行動をとら
成 ・地歴公民・数学の研究授業を教科の の様子は来校できなかった保護者の皆 いては、そのような行動がないよう今 も検討中である。 せることができた。
状 枠を超えて参観し、協議を行うことが 様のためにＨＰで紹介することができ 後も強く呼びかけ、指導していく。 ④模試分析会や進路講演会の定例化を図り、 ④ＰＴＡ会報は、コロナ禍により発行
況 できた。 た。 コロナ禍の影響なのか、自転車による 学年部との連携を強化した。 を１回とし、内容を充実させるため
③図書委員会では通常業務に加えて、蔵 交通事故は４件で例年より少ない。 ⑤３年部を中心にして、面接指導や小論文 の工夫を、広報調査部門全体で模索
書バーコード化、ＰＯＰ交流、図書館 学級担任等が事故に遭わないよう日常 指導を計画的に実施した。多様化する大 することができた。
報発行等活発な活動を行うことができ 的に啓発している。 学入試制度に向けて、対策を講じていき
た。図書の貸し出し冊数についても昨 盗難予防策として、自分の持ち物の記 たい。
年度を上回っており、これまでのいろ 名、貴重品袋の活用を徹底させていく。 ⑥進路の手引「軌跡」と進路だよりの内容
いろな取組の成果が出てきている。 の充実、改善を図った。生徒や保護者に

有効な進路情報を、今後も発信していき
たい。

評 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
価

○コロナ禍で状況が急変する可能性がま ○感染症対策を第一として、活動できる ○交通安全，自転車の安全走行の啓発 ○説明会や講演会、模擬試験等もオンライ ○コロナ禍が続いていく中で、儀式の
だあるため、臨機応変に対応する必要 ことを考え、ボランティア活動などの これまでの交通事故の事例を提示し、 ンで開催されるようになり、それに対応 あり方やＰＴＡ諸行事の実施につい
がある。 貢献活動も含め学校全体で取り組める 自らのこととして考え、事故防止のた する環境整備や研修等を検討したい。 て、多くの情報を把握しながら対処

○年間を通じた授業改善の課題を設定し ようにしたい。 めの意識を高め、安全な登下校ができ していく必要がある。
次 学校全体で取り組む必要がある。 ○学校行事の更なる工夫を行い、タイム るようにする。 ○次年度導入されるG Suite for Education ○防災避難訓練では、職員の多くの意
年 ○図書館利用者の更なる増加と貸出冊数 スケジュール等のコロナ禍での実施方 ○情報モラルの啓発、スマホ使用のマナ について、各分掌、学年、教科で活用の 見を参考にし、様々なシチュエーシ
度 の増加にむけた啓発、支援活動を今後 法を再検討する。 ー、ネット利用のモラル 方法を検討し、Classiとの連携を考察し ョンを考慮に入れて実施することが
へ も継続する。図書館利用マナー、使用 ○行事を行う前２週間くらいの生徒の過 スマホ、性教育、ＤＶ予防などのセ ていきたい。 重要になる。
の 目的等について適宜指導する。 ごし方等について、注意喚起が必要で ミナー、集会、クラス、生徒指導通信
提 ある。 等で機会をとらえて粘り強く呼びかけ、
言 ○各種行事のルールの周知徹底、共通理 指導していく。

解が必要である。
○芸術鑑賞教室はコロナ禍の状況にもよ
るが、鑑賞形態を工夫して実施したい。

《 職員自己評価 》 Ａ：達成 Ｂ：ほぼ達成 Ｃ：やや不十分 Ｄ：不十分



令和２年度 学校関係者評価 本荘高等学校全日制課程

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について

・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的な生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・校務分掌、ＰＴＡ、同窓会、地域

目 との連携等

○「習熟度別授業」や「授業アンケート」 ○学校行事については、可能な限り生徒 ○下校時の服装ルールについては、（特に ○生徒自身が自分の状況や能力から、やる ○年に１回発行の「玲瓏同氣」は卒業

を年２回実施したりと、良い授業にす たちの自主性と責任のもとに工夫して 部活動の後の遅い時間）個人の主観性 べきことを判断して、計画・実行・振り の時に配付してもらうと、同窓会へ

学 るための工夫が感じられます。その内 実施されたことは、コロナ禍だったか と学校側の客観性がぶつかるナーバス 返り・修正を繰り返し学習を進めていく の意識が高まるのではないかと思い

校 容の充実を図ることは大変なことだと らこそいい経験になったと思います。 な問題であり、どうすべきかは判断の ことは、とても大事なことだと思います。 ます。

関 思います。 迷うところであります。 しかし、なかなか予定通り進まないのも

係 ○コロナ禍や悪天候に上手に対応された 現実です。適宜判断して、アドバイスを ○「夢」や「大きな目標」をもたせる

者 ○ＩＣＴを活用した学習への取組をさら 点を高く評価します。 ○本校の挨拶や整容が良いことは、学校 きめ細やかにお願いします。 時間（本高卒業生による講演会・リ

の に進めてほしい。教科ごとに効果的な 全体のレベルが高いことを示している モートあり）などが年に一度くらい

ご 活用の研究を続けてほしい。 ○新型コロナウイルス感染症のため、中 と考えます。 ○本校の必要条件：進路実現の手伝いをす 必要かと思います。

意 止になった活動、行事も多くあり、心 ること、十分条件：一生涯を貫く仕事を

見 ○生徒の意欲を引き出し、学習目標を定 を痛めたことと思います。その中でや ○思春期の生徒たちの情熱と自己表現力 もつことの重要性を教えること。（進路選 ○コロナ禍の中で何ができるかを考え

・ めるため、工夫をし努力されているよ れることはやったと思います。貴重な をできる限り尊重して生かし伸ばせら 択時に考えさせる。） て、大変よく活動されたと思います。

ご うです。生徒のレベルも様々であるた 体験として記憶に残せると思います。 れると良いと思います。どこまで規則

感 め、苦労されていると思います。生徒 でしばるべきなのか、どこまでは許せ ○保護者からは、もの足りなさの声が聞か ○様々な校務があり、全職員が助け合

想 のわかる喜び、達成できた喜びのため ○部活動は、大会は中止となりましたが、 るのか、個人の自由と規則について、 れますが、本来進路は自分で決めるもの って行っていると思います。大変多

及 によろしくお願いします。 練習は平常だったように聞きましたが、 生徒に考えさせられるとよいと思いま であると思います。自分の進路は指導さ 忙である中で、本当によく行われて

び コロナ対策など大変だったと思います。 す。 れるものではなく、自分で決定し、それ いると思います。

ご ○基礎学力の定着に差のある集団では、 を達成するための助言や支援を求めるも

提 授業の進め方が難しいということもあ ○ＣＯＶＩＤ－１９への対処など、臨機 ○校外で見かける生徒は、整容面、行動 のではないかと考えます。 ○伝統文化の番楽や猿倉人形、大名行

言 りますが、生徒の努力にも期待したい 応変の活動が展開されており、その果 も立派だと思います。 列保存会、日役町獅子踊りなどＯＢ

等 と思います。 敢さは敬意に値する。 ○大変な中で、奮闘されている先生方に感 が支えている文化財もあります。

○基本的に問題は見当たらず、良好と考 謝申し上げます。 地域との連携を深め、由利本荘市の

○「特進的クラス」があれば、全体的に ○コロナ禍による苦しい運営が、逆に生 える。ＫＰＩに基づいて「Ａ」と考え 芸術文化協会に加入している団体に

レベルアップするように思います。数 徒の自主、自立につながったように感 る方向にしていただきたい。 ○活動内容と課題がリンクしておらず、や よる活動にふれていただきたいと思

理探究クラスについて検証してくださ じました。来年度も今年度の取組を生 や不満である。 います。

い。 かし、さらに自主性を育てる活動を期 ○基本的生活習慣や規範意識の育成につ

待します。 いては、ある程度の成果が見られてい ○一斉休校に始まった今年度は、進路指導 ○総体としては、「Ａ」の水準と考える。

○自己評価の総評とした。一部「Ａ」と ると思いました。 においても大変な一年であったと思いま

考える部門もあるが、何よりＫＰＩが ○人生において貴重な高校時代での部活 す。今後も新しい形での進路指導の在り ○コロナ禍の中での学校運営、行事や

明確でないため、「Ａ」評価は与え難 動や学校行事、友人作りや楽しみの機 ○「生徒理解」や「自己指導能力」に視 方が求められると思いますが、検討、対 ＰＴＡ活動、同窓会等、多くの見直

い。ＫＰＩは必要と考えた方がよい。 会をいくつか失ってしまいましたが、 点をあてた生徒指導の取組があっても 応をよろしくお願いいたします。 しをしながらの取組は本当に大変で

フレキシブルな発想とあふれ出るよう 良いのではないかと思いました。 あったと思います。大きな問題もな

○生徒の授業アンケートの結果を見ると なバイタリティで、学校生活を謳歌し ○自分が高校生の頃は、社会についての情 くこの一年が終わろうとしているこ

ほぼすべての項目で２回目の回答が１ てほしいと思います。 ○学校を訪問していつも思うのが、挨拶 報や認識がとても不足していたように思 とに感謝します。

回目より上回っています。授業の充実 がしっかりとでき、礼儀正しい事です。 いますが、現役の生徒には、友人との交

ぶりがうかがえます。 これからの変化のめまぐるしい時代・ 流や読書、様々な情報ツールなどを通し ○昨年より、先生や職員の皆さんとの

環境に対応していくためにも、自分の て世界に目を向け羽ばたいてほしいと思 交流の場が少なくなってしまったの

○先生も生徒もとても真面目で、大変努 軸になるであろう基本の徹底を進めて います。 が残念です。情報交換をしたり連携

力されているように思います。加えて いただきたいと思います。 を図りながら、魅力ある学校づくり

今年度は様々な制約がある中での学習 ができればと思います。校長先生か

でとても大変だと思いますが、時には らは意欲や気持ちがとても良く伝わ

少し余裕を持ち、今ならではの知恵と ります。頑張ってください。

工夫でさらなる向上を目指してほしい

と思います。

評 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

価

《 ＡＢＣ評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。

Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。

Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。



令和２年度 分掌評価まとめ

【各分掌・学年・教科】

秋田県立本荘高等学校



令和２年度

総 務 部
本荘高等学校

今 １ 学校行事の企画・立案と円滑な実施・運営
年 ２ ＰＴＡ活動の活性化及び関係諸団体との連携・協力
度 ３ 防災意識の高揚と校舎内外の環境整備
の ４ 広報活動の工夫、改善並びに情報の保管、管理の徹底 Ｐ
重
点
目
標

実 １ 始業式（４月１６日、８月２４日、１月１２日）
施 終業式（７月２２日、１２月１８日）、修了式（３月１９日）
状 入学式（４月１７日）、卒業式（３月１日）
況 新任式（４月１６日）、離任式・退任式（３月２４日）
・ 新入生オリエンテーション（３月２６日） Ｄ
達 ２ ＰＴＡ委員会合同部会、ＰＴＡ委員会（第２回のみ）、企画事業の実
成 施、高Ｐ連各種会議等への参加
状 ３ 防災避難訓練（６月３日、１１月４日）
況 ４ ＰＴＡ会報の発行・配付（１回）

１ コロナ禍ではあったが、儀式等の学校行事において、円滑な 評
運営ができた。

成 ２ ＰＴＡの役員を中心に、コロナ禍のもと、協力して事業を進 価
果 め、業務の振り返りや次年度への提言を行うことができた。
と ３ 防災避難訓練では、「三密」を考慮し、想定場面をしっかり認 Ｃ
課 識させたうえで、落ち着いた行動をとらせることができた。
題 ４ ＰＴＡ会報は、コロナ禍により発行を１回とし、内容を充実 Ｂ

させるための工夫を、広報調査部門全体で模索することがで
きた。

○ コロナ禍が続いていく中で、儀式のあり方やＰＴＡ諸行事の実施につ
次 いて、多くの情報を把握しながら対処していく必要がある。
年 ○ 防災避難訓練では、職員の多くの意見を参考にし、様々なシチュエー
度 ションを考慮に入れて実施することが重要になる。
へ Ａ
の
提
言



令和２年度

教 務 部
本荘高等学校

今 １ 曜日交換や校時交換により授業時数のバランスをとり、教育課程の
年 適正な実施に努力する。
度
の ２ 考査問題や答案の厳正な管理、欠試者の迅速な把握と対応、正確な Ｐ
重 成績処理に努力する。
点
目
標

実 １ ４月・５月の休校による授業時数不足を５／２５～７／２１の週５日
施 ４５分７時間授業で補った。
状 曜日変更や校時変更を決まり次第迅速に周知するよう努めた。
況
・ ２ 欠試者への対応を丁寧にできたが、人数が多く、追考査期間が長期に Ｄ
達 及んだ。
成 生徒の成績処理に関して、複数の職員で点検・確認を行い、ミス防止
状 に努めた。
況

１ 休校による授業時数不足の補充計画の立案と実施については 評
概ね支障なく運営された。

成 非常勤講師へ授業変更等の連絡もれがないように努めた。 価
果
と ２ 追考査も含め、問題の保管の仕方について工夫し、定着に至 Ｃ
課 ったのは良かった。追考査に関しては早めの取り組みが徹底
題 され、計画、周知、実施までスムーズに進んだ。

Ｂ

１・２ともに
次
年 ・コロナ禍で状況が急変する可能性がまだあるため、臨機応変に対応する
度 必要がある。
へ ・教師の多忙さはミスにつながる。業務の見直し等、働き方改革が進むこ Ａ
の とを願う。
提
言



令和２年度

生徒指導部
本荘高等学校

今 １ 基本的生活習慣の確立
年 規律ある生活態度の確立 → あいさつ、整容、学習環境の美化等
度 校内生活時間の順守 → 登校時間、ベル着ベル授業等
の Ｐ
重 ２ 社会的な規範意識の育成
点 情報モラルの啓発 → ｽﾏﾎ使用マナー、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用モラル
目 自転車の安全走行の啓発
標 防犯意識の確立と盗難防止対策

１ 整容に関して、適宜指導を行った。あいさつはコロナ禍状況のもとで
実 は、よくできていると思う。教室、廊下などに学習道具を置く生徒がい
施 る。右文タイムの時間に間に合わない生徒が数名いる。
状 ベル着はある程度できていて、ベル即授業ができている。
況
・ ２ スマホ安全利用教室（全校、１年生は２回），性教育講座，ＤＶ予防 Ｄ
達 セミナーの実施。生徒指導通信で社会規範の注意喚起を行った。
成 コロナ禍の影響なのか、自転車による交通事故は４件で例年より少ない。
状 学級担任等が事故に遭わないよう日常的に啓発している。
況 コロナ禍で集会等があまりないためか、盗難の届出はなかったが、盗難

は犯罪であることを生徒指導通信等で呼び掛けた。

１ 整容に関して、全体的に落ち着いている。コロナ関係であい 評
成 さつをしない生徒がいるようで、対応が難しい。教室環境、右
果 文タイムの時間については、学級担任等の指導を継続する。ベ 価
と ル即授業は教科担任の先生方の指導によりできている。
課 ２ 誹謗中傷の書き込みについては、そのような行動がないよう Ｃ
題 今後も強く呼びかけ、指導していく。スマホ、性教育、ＤＶ予

防などのセミナーは来年度も実施する。交通事故に遭わないよ Ｂ
う今後も指導していく。盗難予防策として、自分の持ち物の記
名、貴重品袋の活用を徹底させていく。

次 交通安全，自転車の安全走行の啓発
年 これまでの交通事故の事例を提示し、自らのこととして考え、事故防止
度 のための意識を高め、安全な登下校ができるようにする。 Ａ
へ
の 情報モラルの啓発、スマホ使用のマナー、ネット利用のモラル
提 スマホ、性教育、ＤＶ予防などのセミナー、集会、クラス、生徒指導通
言 信等で機会をとらえて粘り強く呼びかけ、指導していく。



令和２年度

進路指導部
本荘高等学校

今 １ 家庭学習習慣の定着と学習時間の拡大
年 ２ 面談を通した進路指導の充実
度 ３ 進路学習を充実させる行事の企画・運営
の ４ 各学年、教科、部活動の連携を密にした学力の向上 Ｐ
重 ５ 推薦入試・一般入試における面接指導・小論文指導の充実
点 ６ 生徒・保護者・職員への情報提供
目
標

実 １ 各学年で課題や小テストを実施し学習時間の確保を促した。
施 ２ スタディサポートや学びみらいＰＡＳＳを活用して充実を図った。
状 ３ 進路講演会は開催できたが、Onedayカレッジは大学教員の派遣が難し
況 く中止となった。
・ ４ 模試分析会や進路講演会の定例化を図り、学年部との連携を強化した。 Ｄ
達 ５ ３年部を中心にして、面接指導や小論文指導を計画的に実施した。
成 ６ 進路の手引「軌跡」と進路だよりの内容の充実、改善を図った。
状
況

１ Classiやスケジュール手帳、右文シートなど、各学年で家庭 評
学習の充実を図る取組がされた。学力層による学習時間の差
を埋めるため、今後も手立てを考察していきたい。そのため 価

成 にも学習計画の管理をしっかりさせたい。
果 ２ 上記のような面談材料も増え、生徒の進路志望について多面
と 的に助言できるようになったが、活用の方法については今後 Ｃ
課 も検討していきたい。
題 ３ Onedayカレッジなど外部講師の派遣については、今後の情勢

も考慮して、オンラインでの開催も検討中である。 Ｂ
４ 学年部や各教科との連携において、今後も改善を図りたい。
５ 多様化する大学入試制度に向けて、対策を講じていきたい。
６ 生徒や保護者に有効な進路情報を、今後も発信していきたい。

次 ○ 説明会や講演会、模擬試験等もオンラインで開催されるようになり、
年 それに対応する環境整備や研修等を検討したい。
度
へ ○ 次年度導入されるG Suite for Educationについて、各分掌、学年、 Ａ
の 教科で活用の方法を検討してもらい、Classiとの連携を考察していき
提 たい。
言



令和２年度

特別活動部
本荘高等学校

今 １ 校標への体現を目標とし、あらゆる活動を通して豊かな人間形成を図
年 る。
度
の ２ 生徒会執行部をリーダーとして育てるとともに、各委員会活動の主体
重 的活動を促進させる。 Ｐ
点
目 ３ 生徒による地域や社会への貢献活動を更に充実させる。
標

１ コロナ禍や天候による影響はあったが、生徒同士で工夫をして行事に
実 取り組むことができた。
施
状 ２・各種行事の実施の有無や実施方法に関して生徒自身が主体的に考え、
況 例年通りではないが、できる限りのことは実施することができた。
・ ・生徒会を中心として各クラスが工夫して行ったことが、生徒の成長に Ｄ
達 つながった。
成 ・芸術鑑賞教室は業者が関東と関西から来ること、会場で生徒が密にな
状 ることから、実施しないこととした。
況

３ コロナ禍で実施できなかった。
成果
・コロナウイルスに感染する生徒が出ずに学校行事を行うことが 評
できたことが、最大の成果である。

・生徒会執行部や委員会の責任者が中心となり、意欲的に行動で 価
きていた。

成 ・生徒と教員が一体となり、臨機応変に活動や運営をすることが
果 でき、良い経験になったと思う。
と ・玲瓏祭の様子は来校できなかった保護者の皆様のためにＨＰで Ｃ
課 紹介することができた。
題 課題 Ａ

・来年度もこの状況が続くことを想定し、今年度の反省を生かし
て各行事の計画を立てる。

・各種行事のルールの周知徹底が不十分で混乱が生じてしまった。
・コロナ禍や天候のため、やむをえない行事の延期や中止となっ
たが、保護者の皆様全ての理解を得ることが難しかった。

・感染症対策を第一として、活動できることを考え、ボランティア活動な
次 どの貢献活動も含め学校全体で取り組めるようにしたい。
年 ・学校行事の更なる工夫を行い、タイムスケジュール等のコロナ禍での実
度 施方法を再検討する。
へ ・行事を行う前２週間くらいの生徒の過ごし方等について、注意喚起が必 Ａ
の 要である。
提 ・各種行事のルールの周知徹底、共通理解。
言 ・芸術鑑賞教室はコロナ禍の状況にもよるが、鑑賞形態を工夫して実施し

たい。事務室と相談し、生徒数減も念頭に置いて調整する。



令和２年度

研 修 班
本荘高等学校

今 １ 組織的な教材研究や教授法研究への取り組みを推進する。
年 ２ 教科を超えた（横断的）相互授業参観と授業研修を推進する。
度 ３ 『研究紀要』の充実を図り、知的財産を構築していく。
の Ｐ
重
点
目
標

実 １ 年次研修や教育実習生への指導や実習生の指導案の作成・指導の際に
施 は、担当者だけでなく、教科全体で指導にあたった。
状 ２ 相互授業参観の期間を設け、互いに授業を見合い、話題とする機会を、
況 公開授業研究会では、国語、地歴公民、数学の研究授業を教科の枠を超
・ えて参観し、協議を行った。 Ｄ
達 ３ 今年度から、紀要原稿をデジタルデータで編集を行う。職員間で共有
成 し、データを蓄積することとした。
状
況

１ 年次研修や教育実習生への指導や実習生の指導案の作成・指
導の際には、教科全体で指導にあたり、授業参観の機会を通し 評
て、「本校での教科指導のあり方」を検討・共有することができ
た。 価

成 ２ 相互授業参観の期間に互いに授業を見合うことで、授業の題
果 材や指導法等について共通の話題とするきっかけ作りの機会と
と なり、授業改善に取り組む雰囲気づくりができた。さらに公開 Ｃ
課 授業研究会では、国語・地歴公民・数学の研究授業を教科の枠
題 を超えて参観し、協議を行うことができた。 Ｂ

３ 研究紀要を冊子として保存・共有するだけでなく、必要に応
じて、以前のデータに触れ、振り返ることができるようになっ
た。

次 年間を通じた授業改善の課題を設定し、学校全体で取り組む必要がある。
年
度 研究紀要のよりよいあり方を検討する。
へ Ａ
の
提
言



令和２年度

図書視聴覚班
本荘高等学校

今
年
度 １ 図書視聴覚班と図書館運営委員会及び各教科等との連携を図り、授業
の や探究活動での活用を促す。
重 Ｐ
点 ２ 情報機器の点検整備と管理、ID・パスワード等の管理を行う。
目
標

１ 教科指定型図書館として、各教科の関連雑誌・図書を購入した。また、
県立図書館のセット貸出などを積極的に利用した。

実 ２ 授業や探究での図書館、ＰＣの活用があった。ＰＣはＯＳのサポート
施 終了に伴い、Chrombook互換機として再利用した。
状 ３ 図書館の利便性を高めるための図書システム（学校図書管理ソフト）
況 に蔵書のバーコード化を順次進めて、２学期より運用を開始した。
・ ４ 他校とのＰＯＰ交流は昨年を超える学校数になるなど、より活発に行 Ｄ
達 うことができた。ビブリオバトルへの支援、協力も行った。
成 ５ センターサーバーの切替に伴うメールシステムの切替、Officeソフト
状 のサポート終了に伴うアップグレード等を行った。
況 ６ 学習系ネットワークへの教員ＰＣの接続を可能にして、授業やオンラ

イン説明会等への活用を促進することができた。
７ 校務センター、事務室へＷｉ－Ｆｉを設置して、ネットワーク環境を

改善した。

１ 図書委員会では通常業務に加えて、蔵書バーコード化、ＰＯ 評
成 Ｐ交流、図書館報発行等活発な活動を行うことができた。
果 ２ 図書の貸し出し冊数についても昨年度を上回っており、これ 価
と までのいろいろな取り組みの成果が出てきている。 Ｃ
課 ３ 情報機器やネットワークについてはよく整備できた。
題 ４ 業務系ネットワークでのファイル保存箇所が、長らく業務系

サーバでなく外部ＮＡＳとなっており、データのバックアッ Ａ
プ体制に不安がある。

次 １ 図書館利用者の更なる増加と貸出冊数の増加に向けた啓発・支援活動
年 については今後も継続していくべきである。
度 ２ 来年度から始まる生徒一人一台端末と教室のWi-Fi化により、図書館
へ におけるＷｅｂ閲覧用ＰＣは、その役目を終えることになりそうだ。 Ａ
の ３ ＩＣＴ管理業務は年々その負荷が増大し続けており、図書視聴覚班内
提 の一業務に留めるにはかなり無理がある。一つの独立した分掌として
言 切り分けるべきである。



令和２年度

保 健 班
本荘高等学校

今
年 １ 健康教育を充実させる。
度
の Ｐ
重 ２ 清掃用具の点検及び補充をし、清掃効果を上げる。
点
目
標

１ 今年度は新型コロナウイルス感染予防に関する健康教育が活動の柱と
なった。生徒には、毎朝の検温・健康観察の実施、校内外のマスク着用、
こまめな手洗い（アルコール手指消毒薬の活用）、こまめな換気、身体
的距離の確保、飛沫感染を防ぐ食事の摂り方、抵抗力を高めるための生

実 活など、基本的な感染予防対策について、保健だよりや担任等を通じて
施 繰り返し指導してきた。
状 また、職員も、職員自身の検温・健康観察、生徒の健康観察の集計、
況 一日一回の消毒、休み時間と授業半ばの換気等を行い、全職員で感染症
・ 対策に取り組むことができている。 Ｄ
達 感染拡大状況に応じて文部科学省や県教委からの指導が変わり、その
成 都度、本校の対応を定め、職員、生徒、保護者に周知した。新型コロナ
状 ウイルス感染症対策に追われた一年となった。
況 ２ 清掃用具については、年度末には、清掃用具を回収し、点検・補充を

行っており、今年度も春休みに実施予定である。年度途中の用具の破損
等については、随時、修理や交換を行っている。
清掃監督指導の下、毎日清掃されているが、ホコリがたまっていたり、

ゴミが捨てられていない箇所が見受けられ、清掃指導の徹底について働
きかけていく必要がある。
感染予防対策の影響からか、今年度のインフルエンザは発生し

ていない。２月になり、感染性胃腸炎が数名発生し、手洗いと食 評
事の摂り方について課題が見えた。

成 冬期休業明けに行った生徒の意識調査では、マスク着用、手洗 価
果 い等１０項目の感染予防対策のうち、「マスク着用」、「手洗い・手
と 指消毒」等５項目については９０％以上が「取り組んでいる」と Ｃ
課 回答し、多くの生徒は危機感を持って取り組んでくれていること
題 がうかがわれた。

夏場は気の緩みが出て、会話や密着、昼食の摂り方など、危機 Ｂ
感をもっている生徒とそうでない生徒の意識の差を感じることも
あったが、全体的には生徒の感染予防意識は高くなってきている
と感じている。

次 感染症対策のための備品（非接触アルコールディスペンサー、非接触ハ
年 ンドソープディスペンサー、アルコール消毒薬、非接触体温計、アクリル
度 板等）を購入し、今後、自動水栓も整備予定である。
へ 次年度も新型コロナウイルス感染症の終息は見込めず、感染症対策は継 Ａ
の 続していかなければならないことから、気を緩めず、感染症対策を日常化
提 していく必要がある。職員が一丸となり、引き続き生徒への健康教育を充
言 実させていきたい。



令和２年度

１年部
本荘高等学校

今 １ 自ら目標を立て、主体的に学びを実践する生徒の育成
年
度 ２ 変化に対応し、将来を開拓しようとする豊かな心の育成
の Ｐ
重 ３ 他者と協働し、社会に貢献する意志と行動力の育成
点
目
標

実 １ 予習･授業･復習の学習習慣の確立、家庭学習時間の確保、課題等への
施 計画的な取り組みについては、概ね達成できているが、学習記録から家
状 庭学習が０に近い者が一定数おり、改善が急務である。
況 ２ 基本的な生活習慣については、挨拶を自然に行うことができる者が多
・ いことはうれしい状況である。時間の厳守の意識も概ね良い。 Ｄ
達 探究学習にも積極的な取り組みが見られ、３年間を通じた指導を継続
成 していきたい。
状 ３ 日常的な清掃などのクラス活動はもちろんだが、コロナウイルス対応
況 で変則的になった行事などにも対応しようとする姿勢が感じられた。

１ 考査や模試等での知識の定着と思考力の養成については、個 評
々のテストへは取り組めるが、受験内容の一部を積み上げてい
るという意識の平準化が更に必要である。自身の学習段階や進 価

成 路志望に応じたプラスアルファの内容を把握する能力や学習バ
果 ランスについて指導を強めたい。
と ２ ベル始業について休み時間は準備時間であるという意識を育 Ｃ
課 てたい。限られた時間を如何に密にするかという意識を教員・
題 生徒で共有できる状況をつくりたい。

探究学習において、間違いではないものを作成する能力は確 Ｂ
認できた。正解がたくさんあるという視点にまで引き上げたい。

３ 進路関連行事については、例年と大きく異なる環境となった
が、オンライン上での取り組みに参加する者が増えつつある。

次 ①対人関係、進路志望などで悩みを抱える者が各クラスにいる。生徒が相
年 互に認め合い、助け合いができる雰囲気をつくるとともに、深刻な者への
度 対応は、担任や養護教諭に負担が集中しないような体制作りも必要である。
へ ②入試の変更を含め、学校生活に求められる要素が増えており、志望理由 Ａ
の 書の作成を中心に、中長期的な視野を育成し、何事においても早めの準備
提 が成否の鍵であること徹底したい。
言 ③情報機器の扱いなど、新しい教育環境に応じた指導体制の構築を協力し

て進めていきたい。



令和２年度

２年部
本荘高等学校

今
年 １ 右文尚武を体現するために必要な自己管理能力の育成
度
の ２ 進路志望を実現するために必要な学習に取り組む能力の育成 Ｐ
重
点 ３ よりよい集団形成のために考え、行動できる態度の育成
目
標

１について

昨年度の２月から取り組んでいる「右文シート」への学習・生活記録や「＋αプラ

ンニングシート」の作成に取り組むことによって、計画・実行・修正を意識して取

り組んでいる生徒が非常に多い。また、これらを用いた個別指導や三者面談が適切

実 に行われており、学年全体の学習への意識の高揚と個別の生徒への対応という2つの

施 面において効果が見られる。

状 ２について

況 右文方程式を提示し、授業への取組と家庭学習のバランスを常に意識させてきた。

・ また、「＋αの学習」と校外模試の目標設定を時期ごとに行うことにより、中期的・ Ｄ
達 長期的な視点を持って学習に取り組むことができている。さらに、「進路目標達成プ

成 ラン2020-2021」で掲げた計画はすべて予定通り実行されていて、総合的な探究の時

状 間における取組との相乗効果により、生徒の進路意識の変化を見取ることができる。

況 これらの進路指導に対応できている生徒が学年の雰囲気を作っている。

３について

修学旅行を始め一部の学校行事が行われなかったため、他者を認め互いに高め合う

集団形成においては不足している部分があるが、授業や学校行事における活動の積

み重ねにより、他者を尊重し優しさを持って他者に接することができている。

進路指導、学習指導については、「右文シート」「＋αの学習」などで基

盤を整えて全体指導を継続した結果、学習への意識付けが定着し、生徒が 評
授業と家庭学習のバランスを意識できるようになっている。また、これら

の指導をベースとして上位者の指導も計画的に進めることができているの 価
成 で、上位者の取組が周囲への模範となっている。しかし、志望校との学力

果 差は大きいため、継続的で効果的な指導が必要である。考査や模試などの

と 様々な場面でPDCAサイクルをまわしているので、今後の個別に取り組む場 Ｃ
課 面でも生徒が自ら実践することが期待できる。同様に、探究の時間に練習

題 した資料の見方、課題設定の方法、解決法の考え方などの汎用的な能力を Ａ
今後の進路達成の場面や社会において活用できると期待される。また、提

案する様々な取組やイベントを肯定的に捉え、参加する生徒が多いことは

この学年の強みである。一方、修学旅行の中止に伴い、集団の中での人間

関係の形成や他者に目を配り他者のために行動できることは不足している。

次 ・基本的生活習慣や学習習慣が定着していない一部の生徒への指導

年 ・獲得した知識や用意された環境下での経験を活用する場の提示

度 ・目標に向かって取組を継続できる３年生としての集団作りと他者との関わり

へ ・「右文シート」等を生徒の状態にあわせた運用や停止の検討 Ａ
の
提
言



令和２年度

３年部
本荘高等学校

１「志」の達成…学力向上（主体的に学習する生徒）
今 ・長期的視野と計画による学習の継続と質、量の向上
年 ・定期考査の重視 ・模擬試験の振り返りと成績分析の徹底
度 ２ 課題を克服する強靱で柔軟な心の育成
の …基本的生活習慣の実践（自律できる生徒） Ｐ
重 ・時間厳守 ・心身の健康維持 ・寛容と自尊の精神
点 ３ 進路に関わる行事、学習への主体的参加（行動できる生徒）
目 ・社会問題への関心を高め、自らの進路選択や生き方に生かす
標 ・属する社会集団に対する責任ある行動と貢献

（クラス、学年、部活動、学校、社会）
１ 長期的視野での学習を意識させたが、休校や部活動の早期引退、

実 大学等の入試概要発表の遅れなどもあり計画通りには進められな
施 かった。定期考査、模擬試験の連動した学力向上を意図していたが
状 具体的な取り組みとしてできなかった。
況 ２ 基本的生活習慣は年度当初はよかったが、後半からやや乱れてきた。
・ 受験等のストレスによる欠席なども見られた。 Ｄ
達 ３ コロナ禍により、進路関係行事、オープンキャンパスなどもオン
成 ラインまたは中止、最終学年として部活動、学校行事等での活躍
状 とそれを機にクラスの融和や学年の連帯感を向上させる目標も果
況 たせなかった。

１ 計画的ではなかったが、早期に部活動を引退したため、学習へ
の取り組みは早かった。むしろロングスパートとなり、秋に中 評
だるみが生じた。そのなかでも自己推薦型、学校推薦型入試に

成 挑戦した生徒が一定の合格者を出し成果を収めた。 価
果
と ２ 進路が多様なため、出願や受験時期と受験方法、合格決定時期 Ｃ
課 がすべて異なる。例年以上にこれらの生徒の指導に苦慮した。
題

３ 推薦合格者の中には、２年生でのオープンキャンパス等の進路 Ｂ
学習の成果、面接等ではクラスメートや同じ進路志望者による
練習などの生徒間の支援が見られた。

１ 難関大合格者や共通テスト高得点者は、自身の学力把握、学習計画立案
と実施が３年間よくできた生徒である。

次 1･2 自己・学校推薦型の出願、合格発表が遅くなり、不合格者の共通テスト
年 への切り替えが至難。また高得点でも出願で弱気になるため、本人・保
度 護者の希望はあるが、出願は精神面を含め適性を考えるべき。推薦者は Ａ
へ １１月まで面接等の指導を受けており、一般受験者に焦りが生じたり、
の 落ち着いた学習環境が形成されにくいので対策が必要。
提 ３ コロナ禍の事態が来年度も続くのであれば、部活動生徒の引退時期と指
言 導は重要。学校行事の中止・変更等による生徒への精神的影響はある。

生徒のエネルギーの生かしどころが課題。



令和２年度

国 語 科
本荘高等学校

今 １ 生徒の自律的・主体的学習態度の育成
年
度 ２ 学力各層に配慮した授業展開の工夫
の Ｐ
重 ３ 補習、添削、週末課題の計画的・効果的指導法の工夫
点
目 ４ 生徒との進路実現に資する系統的教材配置と指導法の研究
標

実 １ ４～５月の休業中は、classiを利用したオンライン学習教材を工夫す
施 るなどして、自主的・主体的に学習させることができた。また、興味
状 を持って主体的に学ぶ意欲を持たせるための工夫もしている。
況 ２ 小テストや振り返りシートで、生徒の苦手やつまずきを把握すること
・ ができた。 Ｄ
達 ３ 年度当初に年間を見通した週末課題・補習内容を計画していたので、
成 生徒は自分で計画を立てて学習できた。
状 ４ 生徒の理解度を見ながら、教材の順番を変更したり、予習プリントの
況 形式を変えたり、グループワークの内容を吟味するなど、日々改善に

取り組んだ。

１ 授業や課題に前向きに取り組む姿勢はあるが、自ら課題を見 評
つけて学習する生徒はまだ少ない。

成 ２ 学習意欲のある生徒の学力を伸長させることができている一 価
果 方、意欲のない生徒には、いろいろ手を尽くして働きかけを
と している。上位層・下位層にも配慮した授業のバランスが難 Ｃ
課 しい。
題 ３ 週末課題の提出が定着したことで、最低限の学習のペースは Ｂ

つかめていると思われる。
４ 各学年の取り組みを共有できればより良いと思う。

次 自主的・主体的学習態度を育成するための生徒へのアプローチを更に工
年 夫したい。個人個人の工夫・研究はよく行われているので、授業参観・研
度 究授業だけでなく、それらを共有していきたい。
へ Ａ
の
提
言



令和２年度

地 歴 公 民 科
本荘高等学校

今 １ 教材の精選や学習活動の工夫を進め、主体的・対話的で深い学びの実
年 現を図る。
度 ２ 授業を通して基礎的事項の確実な定着に努めるとともに、大学入学共
の 通テストに対応できる思考力・応用力を身に付けさせる。 Ｐ
重 ３ 模擬試験の結果や大学入試問題を分析し、授業を通して生徒への還元
点 を図る。
目 ４ 校内・校外研修および相互授業参観により指導力向上と授業改善を図
標 る。

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、学習活動における内化と
実 外化を授業内で連動させて知識に結び付けることについて、教科全体
施 で共有を進めることができた。
状 ２ 大学入学共通テスト全国平均点（中間集計）と本荘高校平均点を比較
況 すると、日本史Ｂ＋２．０点、世界史Ｂ－３．６点、地理Ｂ－４．７
・ 点、現代社会＋３．７点、倫政－０．６点であった。 Ｄ
達 ３ 成績や問題について教科内での分析はできているが、入試問題を活用
成 した授業の構築については取り組みが不十分であった。
状 ４ 地理Ｂの研究授業では、複数名で指導案の検討を行った。授業検討会
況 では、今後求められる資質・能力や授業改善の視点について、教科全

体で考えを共有することができた。
１ ＩＣＴ活用のための学習環境が整備されたため、授業での効

果的な活用を進める必要がある。育成したい資質や能力を明 評
らかにしながら、教科内での情報共有を進めたい。

成 ２ 基礎的な知識の定着と思考を深める活動の両立が重要である。 価
果 生徒の多様化に対応しながら目標を達成するためには、学習
と 内容の精選を図る必要がある。 Ｃ
課 ３ 入試問題を定期考査に活用するなど、大学入試から逆算した
題 指導の改善は進められてきている。入試問題を核とした授業

の構築と評価の仕組み作りが必要である。 Ｂ
４ 授業改善に向けた情報交換は日常的に進めることができた。

共通テストの導入や将来の科目再編を念頭に、授業改善につ
いては常に教科全体で更新と向上を進めたい。

○「主体的・対話的で深い学び」を実践するための授業改善
次 予習を前提とした授業への転換と、内化と外化の連続を意識した授業の
年 構築を教科全体で進める。教科内での相互授業参観を積極的に実施する
度 とともに、校外研修への参加を進める。
へ Ａ
の ○科目再編に向けた研究の推進
提 新たに必修科目となる「歴史総合」、「地理総合」、「公共」及び、選択科
言 目となる地歴探究科目、公民科目の情報収集と指導方法の研究を進め、

開始年度のスムーズな実施に備える。



令和２年度

数 学 科
本荘高等学校

今 主体的・意欲的に探究する態度の育成と数学的に表現する技能・方法の
年 養成
度
の １．学習習慣の確立と基礎学力の定着を図る。 Ｐ
重
点 ２．授業を通してより個に応じた指導を強化する。
目
標 ３．進路実現に向けて指導に努める。

・予習→授業→復習の学習のサイクルを身につけさせるために授業プリン
実 トや振り返りプリントなどを通して指導した。
施 ・生徒の実情に応じて右文タイムでの小テスト、補習などを通して、定期
状 考査対策や模試の復習の徹底を図った。
況 ・長期休業で自らの課題を設定し学習することを指導した。
・ ・各学年ともに教員間で連携を図り、授業プリントや課題の設定、小テス Ｄ
達 トの実施方法などを検討して指導した。
成 ・生徒の進路実現に向け、３年生では進路志望ごとにクラス分けを行いき
状 め細かい指導をした。共通テストや志望大学の個別試験の入試問題の分析
況 に務めた。

・授業アンケートの数値が全項目で２回目の方が上回ったことや
定期考査、模試の結果をふまえると生徒の意欲や基礎学力の定 評
着は図れたと考える。生徒の学力層に応じた丁寧な指導の成果

成 である。 価
果 ・２年部では授業のねらいをふまえ主体的に臨む姿勢や予習をし
と て授業に臨む姿勢の育成に成果が出ている。授業を通して学力 Ｃ
課 の定着を図るためには予習や復習が重要であるので参考にしな
題 がらさらなる定着を図りたい。 Ｂ

・今年度は授業研究会や実習生の授業参観の機会があり情報交換
や教材研究、指導法の工夫など連携を図ることができた。
・今後は上位層の生徒を増やすことが課題である。
生徒間の学力差が大きく指導に困難を感じることが多い。今後もこのよ

次 うな状況は続くと考えられるので、より個に応じた指導が求められる。中
年 間層の生徒を上位層に引き上げる指導と基本的な学習方法が身についてい
度 ない生徒へのきめ細かい指導が必要である。
へ 来年度からタブレットを使用した授業の教材研究が必要となるので、教 Ａ
の 員間の情報交換や連携を強化していきたい。タブレットの使用により生徒
提 の理解が深まる場面も期待できるが、真の理解につながる指導が必要であ
言 ると考える。



令和２年度

理 科
本荘高等学校

今 １ 科学的思考力と自然を探究する能力・態度を育成する。
年 ･･･観察・実験を重視した学習指導方法の工夫と環境の整備
度 ２ 進路実現に向けて学力を強化する。
の ･･･大学入学共通テストに対応した授業研究、ならびに補習授業・個 Ｐ
重 別指導の充実
点 ３ 授業改善による教科指導力の向上を図る。
目 ･･･観点を明確にした授業の実践と、ＩＣＴの効果的な活用について
標 の研究

１ 日々の授業に観察・実験を取り入れるよう心がけた。予定通り生徒実
実 験を実施できた科目もあるが、コロナや進度等の関係で内容を精選した
施 場合も、演示実験の充実やＩＣＴ（実験動画等）活用の充実により指導
状 方法を工夫した。加えて、観察・実験を題材とした問題演習を取り入れ
況 ることで生徒の理解がさらに深まるよう工夫した。
・ ２ 科の全員が毎年受験指導に関わり、継続して入試問題研究や入試を意 Ｄ
達 識した授業改善に取り組んできた。今年度は大学入学共通テストへの対
成 応を重点事項とし、共通テストを意識した作問の工夫と、思考力を要す
状 る問題や授業においても入試問題を扱うことで学力の強化を図った。
況 ３ 実験動画の活用などＩＣＴの活用により視覚的に理解を促す工夫をし

た。本時の目標の提示も効果的に行うよう心がけた。

１ 演示実験も含め、観察・実験を充実させることができた。進 評
度の関係もあり、生徒実験の内容の精選と、より効果的な演示
実験のあり方については今後も検討が必要である。実験環境の 価

成 整備は継続して行っていく。
果 ２ 大学入学共通テスト対応に向けて授業研究を深めることで、
と 授業の質の向上を図ることができたと感じている。授業の中で Ｃ
課 も共通テストを意識した問題に触れることで学力を強化する必
題 要があるが、その扱いについては今後も検討が必要である。 Ｂ

３ ＩＣＴの活用により生徒の理解を深めることができた。活用
方法について知識が不足している部分もあり、効果的な活用に
ついて研究していく必要がある。

次 ○大学入学共通テストへの対策・研究を継続して行う。さらに、二次試験
年 に向けた対策を充実させることで、共通テストにも対応できる学力を育
度 成する。
へ ○ＩＣＴの環境整備も進んできており、その活用に向けた教材研究をさら Ａ
の に深める。実験室へのプロジェクターの設置と実物投影機の購入をお願
提 いしたい。
言



令和２年度

保 健 体 育 科
本荘高等学校

今 １ 生徒同士が自分たちの技術・体力に見合った役割やルールを設定し、
年 主体的に活動する選択授業を実践する。
度 ２ 自己の体力や健康に関する特徴を理解し、授業で得た知識を活用して
の いく能力・態度の向上を図る。 Ｐ
重 ３ ＰＤＣＡサイクルを意識し、自己の体力の課題に応じて計画を立て運
点 動を行う体つくり運動の実践。
目
標

体育
１ 選択球技では学年ごとに技能の到達目標を掲示し、普段の活動から自

実 身の課題を意識させて運動に取り組ませた。
施 ２ 運動や集団での活動が苦手な生徒に対して、運動に親しみやすい環境
状 を整え、主体的に授業に参加できるような準備や声かけを継続した。
況
・ 保健 Ｄ
達 １ 感染症の単元では、新型コロナウイルスに対する日常的な対策を確認
成 しつつ、個人としてだけではなく社会全体としての取り組みについて
状 考察する時間を多く設けた。
況 ２ 薬物乱用防止教室や交通安全教室などの学校行事と授業内容を関連づ

け、実生活で知識や技能を生かせるような取り組みを行った。

１ 体育の選択球技では１つの型を継続して選択する生徒が多か
った。年度当初、新型コロナウイルス対策で接触の機会が少 評
ないネット型の球技しか行えなかったこともあり偏った選択

成 になってしまう生徒もいた。次年度は新型コロナウイルス対 価
果 策を意識し、選択種目の幅に余裕を持たせた年間指導計画を
と 立案したい。 Ｃ
課 ２ 「教員から生徒への支援」だけではなく、「生徒から生徒への
題 支援」が充実した授業づくりを充実させたい。

３ 自分だけではなく仲間や運動を行う環境にも目を向けさせ、 Ｂ
ケガの予防に努めるなど安全に留意しながら運動に親しむ態
度を育成したい。

○ 体育では特に新型コロナウイルスへの対応を意識した授業展開が求め
次 られる。生徒たち自身も、こちらからの指示通りに活動するだけでは
年 なく場面や状況などを考えて適切な行動ができるような資質や態度を
度 育てる指導を充実させていきたい。
へ ○ 仲間や運動を行う環境を意識することで安全に運動に親しむ態度を育 Ａ
の 成し、体育でのケガの予防につなげたい。
提 ○ 東京オリンピック・パラリンピックをモデルに、運動を「する」、「見
言 る」、「支える」、「調べる」といった多様な視点から捉える経験をさせ

て、生涯にわたって運動に親しむ資質や態度を身につけさせたい。



令和２年度

芸 術 科
本荘高等学校

今 １ 技法・技術や知識の定着を図るとともに、個別・グループ別の指導を
年 充実させる
度 ２ 生徒の作品や練習成果について生徒相互に鑑賞・評価する機会を持
の ち、表現する喜びと鑑賞の能力を高めさせる。
重 ３ 生徒の考えを引き出す発問の工夫や互いに批評し合う活動などを取り Ｐ
点 入れて言語活動の充実を図るとともに、芸術表現を構成する諸要素の
目 理解を深めさせる。
標 ４ すぐれた作品に触れる機会として芸術鑑賞教室を実施し、生徒の感性

を高めさせる。

１ 今年度はグループ別の指導は難しかったが、教科独自のアンケートを
実 実施するなどして生徒理解に努め、指導に役立てることができた。
施 ２ 音楽では、自分たちの演奏の録音録画をして相互評価を行った。美術
状 では様々なジャンルの作品を紹介した。コロナ禍でこれまでと同様の
況 実技指導は難しかったが、手指消毒や楽器・画材の消毒等、感染対策
・ を徹底して行い、限られた中でも、表現する喜びと鑑賞の能力を高め Ｄ
達 させることができた。
成 ３ 議論させる場面を意識して作り言語活動の充実に努めたが、意見を共
状 有する時間を常に設定できたわけではなかった。
況 ４ 芸術鑑賞教室演劇鑑賞は狂言の予定であったが、コロナ禍で来年度に

延期となった。

１ 感染症対策を行いながら、授業のアクティブ化を進め、動 評
きのある授業や内面的思考のアクティブ化を大切にしたい。

成 ２ 音楽では表現と技能の能力を高めさせると共に鑑賞活動を充 価
果 実させた。美術では鑑賞能力が特に向上した。
と ３ 音楽を構成する諸要素についてはそれぞれの教材の中で常に Ｃ
課 意識して年間を通して指導できた。美術ではアイディアを考
題 える上での生徒同士の意見交換を積極的に取り入れた。 Ａ

４ 来年度は今年度実施できなかった狂言の鑑賞を通して、日本
の伝統芸能、伝統文化の良さを生徒に伝える。

○昨年度から芸術科の成績提出回数が増えたことに伴い、実技や鑑賞の試
次 験、作品の提出回数が増えて生徒も教員も負担を感じている。成績を付
年 けるための授業と試験にならないよう、芸術科の目標「生涯にわたり芸
度 術を愛好する心情を育てる。」を達成することを第一とし、指導計画の
へ 立案とその実施に努める。 Ａ
の ○実技指導やグループ活動の際は、一層の感染症対策に努める。今年度経
提 験したことと同様に、感染症の状況によっては指導内容も指導方法も以
言 前のようにはできないということを予め想定し、年間指導計画を作成す

る。限られた活動の中でも充実した指導を行う。



令和２年度

英 語 科
本荘高等学校

今 １ 各学年での連携を密にし、共有フォルダを活用しながら指導法や指導
年 内容の共有と充実を図る。
度 ２ ４技能をバランスよく伸ばすための授業改善を行い、パフォーマンス
の テストの効果的な実施について工夫する。 Ｐ
重 ３ ALTとのTTなどを通して生徒の学習意欲を喚起し、ディベートを活用
点 して思考力と即興で話す力を伸長する。
目
標

実 １ 授業研究会の指導案検討などを通して、教員間で情報を共有した。
施 ２ 計画的にパフォーマンステストを実施し、アウトプットの達成感が
状 インプットへのやる気増進につながる循環を生み出した。
況 ３ ディベートや意見の交換を授業の中に取り入れ、思考力と即興で話す
・ 力をつけさせる工夫をした。 Ｄ
達
成
状
況

１ 指導案検討会などを通し、ワークシートの内容や授業の展開 評
などを積極的に議論する雰囲気が生まれた。

成 ２ 英語で話す活動を多く取り入れ、４技能のバランスがとれた 価
果 授業に近づいた。
と ３ ディベートや意見の交換を通して、物事を多角的に見ようと Ｃ
課 する態度や柔軟な思考が育ってきている。
題 ４ TTの在り方に関しては今後も工夫していく必要がある。 Ａ

５ パフォーマンステストの効果的な実施についてはさらに検討
していく必要がある。

次 ○ディベートや意見の交換を生かした授業の工夫
年 ○パフォーマンステストの効果的な実施方法についての工夫
度
へ Ａ
の
提
言



令和２年度

家 庭 科
本荘高等学校

今 １ 学習環境の整備・学習態度の育成
年 ２ 生活の事象やものづくりなどに関する実践的・体験的な学習の充実
度 ３ グループ活動や調査学習を通した言語活動の充実
の Ｐ
重
点
目
標

実 １ 実習室の環境整備とともに、感染予防対策、消毒作業を行った。また
施 予防対策をしたうえで、調理室・被服室を活用した実験・実習の機会
状 を設けた。
況 ２ 暑さ対策として、「ネッククーラー」の製作を行った。実習機会を設
・ けることは難しいが、体験的に学習内容を理解する機会を増やすこと Ｄ
達 ができた。
成 ３ 座学と連携させたグループでの実験・実習を多く取り入れた。学習内
状 容について、グループでまとめたり、課題について発表したりする機
況 会を多く設定した。

１ 機器や設備の維持や適切な管理に取り組んだ。学習に取り組 評
みやすい環境整備を継続して行う。

成 ２ 休校期間で授業時数が減ったが、学習内容や進度の面では、 価
果 概ね対応できた。
と ３ 感染予防・対策の工夫や学習内容を精選することに合わせて Ｃ
課 授業の進度について検討する。
題 Ａ

次 ○学習に取り組みやすい環境整備を継続して行う。
年 ○学習内容を精選することに合わせて、授業の進度やより学習への理解が
度 深まる授業方法を工夫することに継続して取り組む。
へ Ａ
の
提
言



令和２年度

情 報 科
本荘高等学校

今 １ 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用し、情報社会における実践
年 力を身につける。
度 ２ 情報に関する科学的な見方や考え方を養う。
の ３ 情報通信手段の特性を理解し、効果的なコミュニケーションの方法を Ｐ
重 習得させる。
点 ４ 情報が社会に及ぼす影響を理解し、主体的に情報社会に参画する態度
目 を養う。
標

実 １ プレゼンテーションソフトで画像や動画等を提示して、理解やイメー
施 ジを想起させるように教材を工夫した。
状 ２ 生徒のメディアリテラシーを高めるために、身近な事例を扱うことを
況 心がけた。
・ ３ 将来生徒が情報弱者にならないよう、必要とされる知識と技術を意識 Ｄ
達 して活動することができた。
成 ４ プログラミング教育として、オンライン教材を活用してＨＴＭＬ・Ｃ
状 ＳＳによるＷｅｂ制作に取り組ませた。大半の生徒が大いに関心を持
況 って意欲的に取り組んでいた。

１ 生徒の情報処理スキルは高いとはいえない。課題解決型の授 評
成 業を工夫していきたい。
果 ２ プログラミング教育は概ね好評であった。新学習指導要領か 価
と ら本格導入されることが決まっており、より一層の教材研究 Ｃ
課 が求められている。
題 ３ ＩＣＴの進展が進み、「便利」と「危険」が一体化している現

在、生徒一人一人の教養とモラルが必要であり、情報教育の Ｂ
必要性が高まっていることを感じている。

次 ○来年度中には、受験教科としての「教科情報」についての概要が示され
年 ることになっており、進学校である本校においても「教科情報」の重要
度 度が増すことは必至である。前述のプログラミング教育と相まってより
へ 一層の教材研究が求められている。 Ａ
の ○来年度からの生徒一人一台端末と教室Wi-Fi化により、これまでの情報
提 処理室での授業に加えて、教室での授業・実習が可能となる。これまで
言 以上にＩＣＴを活用した授業の工夫・改善を進めることが期待される。



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

Ｒ元 A B C D E 未 A B C D E 未

1 206 344 77 3 20 1 1 176 291 67 13 28 1

2 104 372 86 4 78 5 2 89 341 48 9 80 5

3 205 375 43 8 20 0 3 202 308 43 1 20 2

4 177 334 98 14 26 1 4 144 260 119 14 37 0

5 264 304 57 10 16 0 5 271 235 45 14 7 0

6 312 272 20 3 29 11 6 292 230 16 2 21 5

7 373 242 18 1 17 0 7 341 193 13 4 17 2

全体 36.1% 49.3% 8.8% 0.9% 4.5% 0.4% 全体 37.8% 46.4% 8.8% 1.4% 5.2% 0.4%

１年 12.4% 16.9% 3.3% 0.4% 1.9% 0.1% 1,528 １年 12.3% 15.7% 2.1% 0.5% 2.4% 0.1% 0

Ｒ元 ２年 12.1% 16.8% 3.0% 0.3% 1.5% 0.2% 1,470 ## ２年 11.1% 16.1% 3.5% 0.5% 1.7% 0.0% 0

３年 11.6% 15.7% 2.5% 0.2% 1.1% 0.0% 1,315 ３年 14.4% 14.5% 3.2% 0.4% 1.0% 0.2% 0

#

# ##

# ##

Ｈ30

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

学校は生徒や保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

学校訪問時や電話の際の学校職員の対応は適切である。

Ｒ２　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっている。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

学校訪問時や電話の際の学校職員の対応は適切である。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

昨年度　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっている。

学校は生徒や保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

A B C
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Ｒ２ 学校経営

A

B

C

D

E

未

A B C
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昨年度 学校経営

A

B

C

D

E

未

保護者アンケート　－１－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

Ｒ元 質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 124 373 104 15 35 0 8 128 305 91 10 35 0

9 125 331 94 13 88 0 9 116 288 82 5 76 1

10 129 344 106 23 48 0 ## 10 130 284 104 12 35 2 #

全体 19.4% 53.7% 15.6% 2.6% 8.8% 0.0% 全体 21.9% 51.5% 16.3% 1.6% 8.6% 0.2%

１年 6.4% 19.6% 5.1% 1.1% 2.7% 0.0% ## １年 7.1% 18.2% 4.6% 0.6% 3.1% 0.1% #

２年 5.7% 17.2% 6.7% 0.7% 3.7% 0.0% ## ２年 6.3% 16.3% 7.2% 0.2% 2.5% 0.0% #

３年 7.3% 17.0% 3.8% 0.8% 2.4% 0.0% ## ３年 8.6% 17.0% 4.5% 0.8% 3.0% 0.1% #

Ｒ元

Ｈ30

生徒は授業に関して満足している。

Ｒ２　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされている。

生徒は授業に関して満足している。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされている。

A B C
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Ｒ２ 教科指導

A

B

C

D

E

未

A B C
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昨年度 教科指導

A

B

C

D

E

未

保護者アンケート　－２－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

Ｒ元 質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 198 330 41 8 72 0 11 172 256 54 9 75 2

12 195 334 43 8 71 0 12 182 291 50 4 40 1

13 222 339 27 7 56 0 13 200 298 25 3 40 2

14 193 304 48 12 94 0 14 175 272 32 3 84 2

全体 31.1% 50.2% 6.1% 1.3% 11.3% 0.0% ## 全体 32.1% 49.2% 7.1% 0.8% 10.5% 0.3% #

１年 10.4% 18.5% 1.6% 0.2% 4.3% 0.0% ## １年 10.7% 16.9% 2.0% 0.1% 4.0% 0.0% 0

２年 10.8% 16.4% 2.1% 0.5% 4.2% 0.0% ## ２年 9.4% 17.1% 2.2% 0.1% 3.7% 0.0% 0

３年 9.9% 15.3% 2.5% 0.7% 2.8% 0.0% ## ３年 12.1% 15.2% 2.9% 0.6% 2.9% 0.3% 0

Ｒ元

Ｈ30

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われている。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられている。

Ｒ２　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいる。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっている。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われている。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられている。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいる。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっている。

A B C
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Ｒ２ 生徒指導
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未
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昨年度 生徒指導
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保護者アンケート　－３－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

Ｒ元 A B C D E 未 A B C D E 未

15 246 258 42 5 73 19 15 180 263 44 5 53 17

全体 38.3% 40.1% 6.5% 0.8% 11.4% 3.0% ## 全体 32.0% 46.8% 7.8% 0.9% 9.4% 3.0%

１年 12.4% 14.5% 2.8% 0.2% 4.0% 1.2% ## １年 10.1% 14.8% 2.7% 0.0% 4.3% 1.4%

２年 13.1% 12.9% 2.0% 0.3% 4.7% 0.9% ## ２年 9.1% 16.2% 3.4% 0.4% 2.7% 0.9%

３年 12.8% 12.8% 1.7% 0.3% 2.6% 0.8% ## ３年 12.8% 15.8% 1.8% 0.5% 2.5% 0.7%

Ｒ元

Ｈ30

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応している。

Ｒ２　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応している。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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Ｒ２ 教育相談
A

B

C

D

E

未

A
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昨年度 教育相談
A
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E

未

保護者アンケート　－４－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

Ｒ元 質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 240 307 40 6 45 10 16 205 271 42 8 31 8

17 174 296 69 11 88 10 17 149 282 52 7 64 11

18 209 316 48 8 56 11 18 166 292 54 9 35 9

19 233 313 57 9 25 11 19 180 289 57 6 23 9

全体 33.0% 47.5% 8.3% 1.3% 8.3% 1.6% ## 全体 31.0% 50.2% 9.1% 1.3% 6.8% 1.6%

１年 10.1% 16.8% 3.5% 0.4% 3.7% 0.6% ## １年 9.1% 17.0% 2.9% 0.5% 3.2% 0.9%

２年 10.8% 16.3% 2.6% 0.6% 3.0% 0.5% ## ２年 8.9% 17.1% 3.2% 0.2% 2.3% 0.7%

３年 12.1% 14.5% 2.2% 0.3% 1.6% 0.5% ## ３年 13.0% 16.1% 2.9% 0.6% 1.3% 0.0%

Ｒ元

Ｈ30

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われている。

学校は進路についての情報を、生徒や保護者に適切に伝えている。

Ｒ２　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われている。

進路指導の成果はあがっている。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われている。

学校は進路についての情報を、生徒や保護者に適切に伝えている。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われている。

進路指導の成果はあがっている。

A B C
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Ｒ２ 進路指導

A
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未
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昨年度 進路指導

A

B

C

D

E

未

保護者アンケート　－５－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

Ｒ元 質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 374 226 17 3 10 13 20 133 248 100 26 47 12

21 310 243 37 9 35 10 21 209 245 44 12 41 13

22 267 258 46 15 46 12 22 202 230 55 16 49 13

全体 49.2% 37.6% 5.2% 1.4% 4.7% 1.8% ## 全体 32.1% 42.7% 11.7% 3.2% 8.1% 2.2%

１年 17.0% 13.7% 1.5% 0.6% 1.6% 0.7% ## １年 10.4% 13.9% 3.5% 0.7% 3.4% 1.5%

２年 16.8% 12.5% 1.9% 0.5% 1.6% 0.6% ## ２年 9.7% 14.9% 3.4% 1.2% 2.8% 0.7%

３年 15.4% 11.4% 1.8% 0.4% 1.5% 0.5% ## ３年 12.0% 13.9% 4.8% 1.3% 1.9% 0.1%

Ｒ元

Ｈ30

部活動の指導は適切に行われている。

Ｒ２　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっている。

部活動を通した人間育成が図られている。

部活動の指導は適切に行われている。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっている。

部活動を通した人間育成が図られている。
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Ｒ２ 特別活動
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昨年度 特別活動
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保護者アンケート　－６－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

Ｒ元 質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 231 315 41 5 45 11 23 179 297 39 4 39 9

24 235 304 65 12 21 11 24 175 290 63 8 23 8

25 335 270 23 3 6 11 25 282 245 21 0 11 8

26 279 270 54 13 21 11 26 228 253 57 10 8 11

27 248 287 44 8 45 13 27 217 263 26 3 42 14

全体 41.0% 44.7% 7.0% 1.3% 4.3% 1.8% ## 全体 38.2% 47.6% 7.3% 0.9% 4.3% 1.8%

１年 13.9% 16.3% 2.4% 0.4% 1.4% 0.6% ## １年 13.6% 14.9% 2.3% 0.3% 1.6% 1.0%

２年 13.8% 14.8% 2.3% 0.4% 1.8% 0.6% ## ２年 9.8% 17.8% 2.3% 0.2% 1.6% 0.7%

３年 13.3% 13.6% 2.3% 0.5% 1.1% 0.5% ## ３年 14.8% 14.9% 2.7% 0.4% 1.2% 0.1%

Ｒ元

Ｈ30

保護者面談は適切に行われている。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っている。

教材費の負担について配慮がなされている。

保護者面談は適切に行われている。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っている。

教材費の負担について配慮がなされている。

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒や保護者の期待に応えている。

学年やクラスについての情報は生徒や保護者に適切に伝えられてい
る。

Ｒ２　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒や保護者の期待に応えている。

学年やクラスについての情報は生徒や保護者に適切に伝えられてい
る。
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Ｒ２ 学年経営・学級経営
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昨年度 学年経営・学級経営

A
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E

未

保護者アンケート　－７－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない

Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 84.2% 10.2% 5.6% 0.0971 0.0492

② 73.4% 17.8% 8.7% 0.0985 0.0538

③ 81.3% 7.9% 10.8% 0.0915 0.0549

④ 78.8% 8.7% 12.5%

⑤ 81.2% 10.4% 8.4% 0.1819 0.0876

⑥ 74.7% 14.9% 10.3% 0.2082 0.1013

⑦ 85.7% 8.2% 6.1% 0.1893 0.1116

81.2% 10.8% 8.0%

0.0746 0.1126

A+Ｂ C+Ｄ E+未 0.0755 0.1177

① 85.4% 9.7% 4.9% 0.0647 0.1178

② 73.1% 18.2% 8.8%

③ 81.3% 7.5% 11.3%

④ 78.4% 7.3% 14.3%

⑤ 80.6% 9.6% 9.9%

⑥ 86.9% 6.6% 6.5%

⑦ 85.7% 8.3% 6.0%

82.6% 9.6% 7.8%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 84.8% 9.9% 5.4%

② 69.1% 20.8% 10.1%

③ 80.7% 7.6% 11.8%

④ 76.9% 7.9% 15.1%

⑤ 78.9% 12.5% 8.6%

⑥ 87.7% 6.4% 5.8%

⑦ 87.0% 7.9% 5.1%

82.0% 10.3% 7.7%

特別活動

Ｒ２

教育相談

⑧　全体

学年経営・学級経営

⑧　全体

生徒指導

⑧　全体

学校経営

教育相談

保護者対象アンケート概要

Ｈ30

教科指導

生徒指導

教育相談

進路指導

学年経営・学級経営

Ｒ元

学校経営

教科指導

進路指導

特別活動

学年経営・学級経営

学校経営

教科指導

生徒指導

進路指導

特別活動
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保護者アンケート　－８－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A B C D E 未 A B C D E 未

1 11 30 3 0 1 0 1 17 30 1 0 1 0

2 7 32 4 0 2 0 2 12 33 2 0 2 0

3.1 11 23 10 0 1 0 3.1 13 31 4 0 1 0

3.2 8 30 4 0 3 0 3.2 14 31 2 0 2 0

4.1 21 21 3 0 0 0 4.1 20 26 2 0 1 0

4.2 5 29 7 2 2 0 4.2 8 31 9 0 1 0

5 22 19 3 1 0 0 ## 5 25 23 1 0 0 0

6 19 25 0 0 1 0 6 26 21 1 0 0 1

7 23 22 0 0 0 0 7 29 18 1 0 1 0

全体 31.4% 57.0% 8.4% 0.7% 2.5% 0.0% ## 全体 37.2% 55.3% 5.2% 0.0% 2.0% 0.2%

88.4% 9.1% 2.5% 92.5% 5.2% 2.3%

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

R02　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

昨年度　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。
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昨年度 学校経営
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教職員アンケート　－１－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 8 32 4 0 1 0 8 12 33 3 0 1 0

9 9 31 4 0 1 0 9 17 27 5 0 0 0

10 4 32 6 0 3 0 10 10 32 5 0 1 1

全体 15.6% 70.4% 10.4% 0.0% 3.7% 0.0% ## 全体 26.5% 62.6% 8.8% 0.0% 1.4% 0.7% #
85.9% 10.4% 3.7% 89.1% 8.8% 2.0%

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

R02　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。
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昨年度 教科指導
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教職員アンケート　－２－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 10 28 6 0 1 0 11 12 31 5 0 0 1

12 7 31 4 2 1 0 12 12 29 5 0 2 1

13 14 28 3 0 0 0 13 20 25 3 0 0 1

14 15 28 1 0 1 0 14 27 20 0 0 1 1

全体 25.6% 63.9% 7.8% 1.1% 1.7% 0.0% ## 全体 36.2% 53.6% 6.6% 0.0% 1.5% 2.0%

89.4% 8.9% 1.7% 89.8% 6.6% 3.6%

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

R02　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。
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教職員アンケート　－３－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A B C D E 未 A B C D E 未

15 25 19 0 0 0 1 15 25 23 0 0 1 0

全体 55.6% 42.2% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2% 45 全体 51.0% 46.9% 0.0% 0.0% 2.0% 0.0%

97.8% 0.0% 2.2% 98.0% 0.0% 2.0%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

R02　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15

R02 教育相談
A

B

C

D

E

未

A

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15

昨年度 教育相談

A

B

C

D

E

教職員アンケート　－４－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 15 25 4 0 0 1 16 16 32 1 0 0 0

17 5 32 5 1 1 1 17 15 32 2 0 0 0

18 14 25 4 1 0 1 18 17 28 2 1 1 0

19 16 24 4 0 0 1 19 15 32 2 0 0 0

全体 27.8% 58.9% 9.4% 1.1% 0.6% 2.2% ## 全体 32.1% 63.3% 3.6% 0.5% 0.5% 0.0%

86.7% 10.6% 2.8%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

R02　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

16

17

18

19

R02 進路指導

A

B

C

D

E

未

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

16

17

18

19

昨年度 進路指導

A

B

C

D

E

未

教職員アンケート　－５－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 24 20 0 0 0 1 20 17 23 9 0 0 0

21 14 29 1 0 0 1 21 17 29 3 0 0 0

22 10 33 1 0 0 1 22 16 29 3 0 1 0

全体 35.6% 60.7% 1.5% 0.0% 0.0% 2.2% ## 全体 34.0% 55.1% 10.2% 0.0% 0.7% 0.0% #

96.3% 1.5% 2.2% 89.1% 10.2% 0.7%

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

R02　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20

21

22

R02 特別活動

A

B

C

D

E

未

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20

21

22

昨年度 特別活動

A

B

C

D

E

未

教職員アンケート　－６－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 10 31 1 0 2 1 23 13 34 2 0 0 0

24 6 37 1 0 0 1 24 12 33 3 0 1 0

25 18 25 1 0 0 1 25 23 24 1 0 1 0

26 7 35 1 0 1 1 26 14 32 3 0 0 0

27 12 26 2 0 4 1 27 14 29 3 1 2 0

全体 23.6% 68.4% 2.7% 0.0% 3.1% 2.2% ## 全体 31.0% 62.0% 4.9% 0.4% 1.6% 0.0% #

92.0% 2.7% 5.3% 93.1% 5.3% 1.6%

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。

R02　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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R02 学年経営・学級経営

A

B

C

D

E

未

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

23

24

25

26

27

昨年度 学年経営・学級経営

A

B

C

D

E

未

教職員アンケート　－７－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

28 16 26 0 1 1 1 28 16 29 4 0 0 0

29 13 25 5 0 1 1 29 15 29 4 0 1 0

全体 32.2% 56.7% 5.6% 1.1% 2.2% 2.2% 90 全体 31.6% 59.2% 8.2% 0.0% 1.0% 0.0% #

88.9% 6.7% 4.4% 90.8% 8.2% 1.0%

昨年度　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。

R02　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

28

29

R02 研修

A

B

C

D

E

未

A B

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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昨年度 研修

A

B

C

D

E

未

教職員アンケート　－８－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない

Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 92.5% 5.2% 2.3%

② 89.1% 8.8% 2.0%

③ 89.8% 6.6% 3.6%

④ 98.0% 0.0% 2.0%

⑤ 95.4% 4.1% 0.5%

⑥ 89.1% 10.2% 0.7%

⑦ 93.1% 5.3% 1.6%

⑧ 90.8% 8.2% 1.0%

92.0% 6.1% 1.8%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 88.4% 9.1% 2.5%

② 85.9% 10.4% 3.7%

③ 89.4% 8.9% 1.7%

④ 97.8% 0.0% 2.2%

⑤ 86.7% 10.6% 2.8%

⑥ 96.3% 1.5% 2.2%

⑦ 92.0% 2.7% 5.3%

⑧ 88.9% 6.7% 4.4%

89.7% 7.2% 3.1%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 86.9% 11.4% 1.7%

② 82.2% 14.8% 3.0%

③ 90.0% 9.4% 0.6%

④ 95.6% 2.2% 2.2%

⑤ 79.4% 18.3% 2.2%

⑥ 87.4% 8.9% 3.7%

⑦ 89.8% 6.7% 3.6%

⑧ 88.9% 8.9% 2.2%

86.8% 10.9% 2.3%

学校経営

教育相談

⑨　全体

Ｒ０１年度

Ｈ３０年度

教科指導

特別活動

研修

学年経営・学級経営

学校経営

研修

⑨　全体

特別活動

学年経営・学級経営

教科指導

生徒指導

Ｒ０２年度

進路指導

進路指導

進路指導

研修

職員対象アンケート概要

生徒指導

教育相談

学校経営

教科指導

学年経営・学級経営

教育相談

⑨　全体

生徒指導

特別活動

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①R02
①R01
①H30

②R02
②R01
②H30

③R02
③R01
③H30

④R02
④R01
④H30

⑤R02
⑤R01
⑤H30

⑥R02
⑥R01
⑥H30

⑦R02
⑦R01
⑦H30

⑧R02
⑧R01
⑧H30

⑨R02
⑨R01
⑨H30

A+B

C+Ｄ

E+未

教職員アンケート　－９－


